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市長が初当選を果たしました。
　６月２０日の登庁式には、市民のみなさんな
ど約５００人が新市長を出迎えました。松山市長
は「長い時間かけて決めた公約を４年間で着
実に進め、“住みたい、行ってみたい”と思
われる素晴らしい福知山市にしたい」と決意
を述べました。

松山新市長誕生6
20

“住みたい、行ってみたい”福知山に
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特集①　市民による市民のための市政を

　このたび、市民のみなさまのご理解とご支援をいただき、第１０代福知山市長に就任させて
いただきました。
　合併３年目を迎えた重要なこの時期に市政を任されましたことは、私にとりまして大きな喜
びであるとともに、市長という職の重さに身の引き締まる思いです。
　私は、市政全般にわたっての「改革」を基本理念として「いま、変えよう！今、変わろう！」
をキーワードに市長選挙に臨ませていただきました。
　有権者のみなさまからは、職員の不祥事をはじめ「市政を変えなければ」という願いを私に
託していただけたものと存じております。
　こうした熱く、強い願いを真摯に受け止め、福知山市の発展のために先頭に立って全身全霊
を傾けてまいる決意であります。
　市役所は、市民のみなさまに喜んでもらえる施策を優先し、真に「市」民の「役」にたつ
「所」にならなければいけません。
　今、福知山市は人口減少社会の到来、少子高齢化の進行、地域間格差の是正など、早急に対
応しなければ将来に禍根を残す大きな課題が山積しています。
　私は、これらの課題を解決するため、市民のみなさまとの対話を大切に、マニフェストに掲
げた①生活を重視する福知山、②小さな役所で高いサービス、③賑わいある快適な福知山を実
現することをお約束します。
　これからの４年間、市政の舵取り役として市政の信頼回復を最優先に、合併協議における
「新福知山市まちづくり計画」で策定され、第４次総合計画に引き継がれた本市の将来像であ
る「２１世紀にはばたく北近畿の都　福知山」を目指して、それぞれの地域を生かしたまちづく
りを進めてまいります。
　常に初心を忘れることなく、座右の銘である「 馴 れても 狎 れるな（物事に馴れることはよい

な な

ことだが、狎れ過ぎては心を失う）」を念頭に、みなさまから「市役所は変わった」と言われ
るよう不退転の決意で取り組んでまいりますので、深いご理解とご協力を心からお願い申し上
げます。

福知山市長　　　　　　　　　　　　　　　　
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市
域
の
７
割
を
超
え
る
豊
か
な
自
然
や

歴
史
を
持
っ
た
森
林
を
生
か
し
、
健
全
な

森
林
に
育
て
て
い
く
た
め
、
全
市
域
を
対

象
と
し
た
「
福
知
山
森
林
公
園
構
想
」
を

ま
と
め
、「
福
知
山
千
年
の
森
づ
く
り

（
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
構
想
）
事
業
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
８
月
の
「
丹

後
天
橋
立
大
江
山
国
定
公
園
」
の
指
定
を

受
け
た
三
岳
山
か
ら
大
江
山
連
峰
一
帯
を

重
点
地
区
と
し
て
い
ま
す
。

●
市
民
参
加
の
森
づ
く
り

　

三
岳
山
か
ら
大
江
山
連
峰
エ
リ
ア
に
福

知
山
市
の
木
で
あ
る
「
ケ
ヤ
キ
」
の
千
本

植
樹
を
行
い
ま
す
。

●
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
養
成

　

森
林
散
策
や
野
外
活
動
に
訪
れ
る
み
な

さ
ん
に
森
林
や
林
業
に
関
す
る
知
識
を
教

え
る
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
養
成
し

ま
す
。

●
動
植
物
の
植
生
・
生
息
調
査

　

三
岳
山
・
大
江
山
に
お
い
て
動
植
物
の

植
生
お
よ
び
生
息
調
査
を
行
い
、
そ
の
保

全
活
動
を
行
い
ま
す
。

●
日
本
棚
田
百
選
「 
毛  
原 
の
棚
田
」
の
保

け 

わ
ら

全
・
周
辺
集
落
の
活
性
化

●
伝
統
的
文
化
や
伝
説
を
保
存
・
継
承

　

三
岳
山
か
ら
大
江
山
に
か
け
て
長
年
に

わ
た
り
語
り
継
が
れ
て
き
た
「
鬼
伝
説
」

を
は
じ
め
と
す
る
伝
統
的
文
化
や
伝
説
を

保
存
・
継
承
し
て
い
き
ま
す
。

寄
附
の
方
法

①　
「
寄
附
申
込
書
」に
必
要
事
項
を
記
載

し
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
「
寄
附
申
込
書
」
は
、
福
知
山
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
ま
た
、
希
望
す
る
人
に
は
、
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
し
ま
す
。

②　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
福
知
山
市
か

ら
「
納
付
書
」
を
送
り
ま
す
の
で
指
定
す

る
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
の
指
定
す
る
金
融
機
関
以
外
で
も
納

付
で
き
ま
す
が
、
振
込
手
数
料
が
本
人

負
担
と
な
り
ま
す
。

③　

福
知
山
市
か
ら
領
収
書
を
発
行
し
ま

す
の
で
大
切
に
保
管
し
、
確
定
申
告
な
ど

の
際
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
寄
附
金
は
、
個
人
の
場
合
は
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
の
寄
附
金
控
除
（
所
得

税
・
個
人
住
民
税
）
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
企
業
の
場
合
は
全
額
が
損

金
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

寄
附
の
状
況
や
寄
附
を
財
源
に
行
っ
た

事
業
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

し
ま
す
。

　

市
で
は
、
人
と
森
の
共
生
を
図
り
後
世
に
語
り
継
が
れ
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
森
林

公
園
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
民
や
ふ
る
さ
と
福
知
山
市
を
応
援
す
る
み
な
さ
ん

か
ら
、「
福
知
山
市
千
年
の
森
ふ
る
さ
と
基
金
」
と
し
て
積
み
立
て
る
寄
附
金
を
広
く

募
っ
て
い
ま
す
。

■
農
林
管
理
課
（
℡　

‐
７
０
４
１
）

２４

人々に愛される森づくり
福知山市千年の森ふるさと基金を創設

基
金
を
活
用
し
た

　

お
も
な
取
り
組
み
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住
民
の
悲
願
が
実
を
結
ぶ

　

福
知
山
―
宮
津
間
の
鉄
道
敷
設
は
１
０

０
年
来
の
悲
願
で
あ
り
、
沿
線
の
人
々
の

長
年
に
わ
た
る
大
運
動
が
実
を
結
び
、
昭

和　

年
９
月
第
３
セ
ク
タ
ー
宮
福
鉄
道
㈱

５７
を
設
立
。
昭
和　

年
７
月　

日
に
福
知
山

６３

１６

と
宮
津
を
結
ぶ
宮
福
線
が
開
業
し
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
に
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
㈱

（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）に
社
名
を
改
め
、
翌
年
宮
津
線

が
転
換
開
業
、
平
成
８
年
に
は
福
知
山
―

天
橋
立
間
電
化
・
高
速
化
が
完
成
し
ま
し

た
。
平
成　

年
９
月
に
は
Ｋ
Ｔ
Ｒ
本
社
が

１９

京
都
市
内
か
ら
福
知
山
市
内
に
移
転
し
、

よ
り
地
域
に
身
近
な
鉄
道
と
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
の
力
で
Ｋ
Ｔ
Ｒ
を
守
ろ
う

　

沿
線
の
人
口
減
少
、
車
社
会
の
進
展
な

ど
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
を
と
り
ま
く
環
境
は
厳
し
い

で
す
が
、「
タ
ン
ゴ 
悠
遊 
号
」
や
「
ま
る
ご

ゆ
う
ゆ
う

と
丹
後
乗
り
放
題
き
っ
ぷ
」
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
新
企
画
や
沿
線
市
町
の
み
な
さ
ん

の
応
援
な
ど
で
平
成　

年
度
に
は　

年
ぶ

１９

１２

り
に
旅
客
数
が
前
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

よ
り
便
利
に
な
り
ま
す

　

福
知
山
駅
周
辺
で
は
、
Ｊ
Ｒ
線
の
完
成

に
引
き
続
き
Ｋ
Ｔ
Ｒ
宮
福
線
の
高
架
化
の

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
完
成
予
定

は
平
成　

年
春
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
駅
の
北
側

２１

に
新
駅
舎
が
設
置
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
と
Ｋ
Ｔ
Ｒ

の
乗
り
継
ぎ
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
な
ど
、

ま
す
ま
す
便
利
に
な
り
ま
す
。

　宮福鉄道準備室で運転規則やダイヤなどを決め、３カ月くらい試運転を
行い、開業を迎えました。新しい路線は不安でしたが、乗客のみなさんに
支えられ、頑張ることができました。
　ＫＴＲでは、車内で運賃を支払うので、精算するときは「ありがとう」
と言って降りられたことや、天気やテレビの話など乗客と会話が弾んだこ
と、車内にトイレがないので、二俣駅で近くのトイレに行く人を待ったり、
運転席の横の机で試験勉強する学生がいたりとほのぼのした雰囲気だっ
たことが思い出されます。冬になると列車のフロントガラスが凍り、それ
に竹などがあたると割れてしまうので、雪の日は朝３時から、雪でしなっ
た竹をナタで切り落とす作業をしたことが懐かしいです。
　２０周年を迎えたＫＴＲ宮福線、これからも事故がなく、地域の鉄道と
して発展してほしいです。

かつてのＫＴＲ社員の
みなさんに思い出を
語っていただきました

 桐  村  富  夫 さん（写真左）・
きり むら とみ お

 松  田  幸  也 さん（同中央）・
まつ だ こう や

 小  林  健  二 さん（同右）
こ ばやし けん じ

夢をつなぐ 
　　マイレールウエイ 

企画推進課（℡ 24-7030） 
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特集②　 夢をつないだマイレール

海
水
浴
に
は
Ｋ
Ｔ
Ｒ
で

　

丹
後
方
面
へ
の
海
水
浴
に
は
、
交
通
渋

滞
や
駐
車
場
の
心
配
が
な
い
Ｋ
Ｔ
Ｒ
が
安

心
で
便
利
で
す
。
牧
駅
〜
大
江
山
口
内
宮

駅
（
大
江
高
校
前
駅
を
除
く
）
に
は
、
駐

車
場
（
無
料
）
も
あ
り
ま
す
。

所
要
時
間

　

福
知
山
駅→

天
橋
立
駅
・
丹
後
神
崎
駅
・

丹
後
由
良
駅　

約
１
時
間

運
賃
（
大
人
片
道　

小
児
半
額
）

▼
福
知
山
駅→

天
橋
立
駅
／
７
５
０
円

▼
福
知
山
駅→

丹
後
神
崎
駅
／
９
５
０
円

▼
福
知
山
駅→

丹
後
由
良
駅
／
８
７
０
円

　

夏
休
み
の
お
出
か
け
に
便
利
で
お
得
な

プ
ラ
ン
や
切
符
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く

は
、Ｋ
Ｔ
Ｒ
鉄
道
事
業
本
部
運
輸
課（
℡
０

７
７
２
‐　

‐
８
５
７
１http://ktr

‐tetsudo.

２２

jp/

）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　通学に毎日利用しています。
  電車の中では、友達どうしで
おしゃべりしていることが多
いです。通学のときは、１両
だと狭いので、車両をもう１
両増やしてほしいです。
　来年に新しい駅ができるそ
うなので、楽しみにしていま
す。

ＫＴＲを利用される
乗客のみなさん

 足  立  菜  奈 さん（写真左）・
あ だち な な

 杉  本  亜  里  沙 さん（同右）
すぎ もと あ り さ

とき／８月２日（土）
ところ／ＫＴＲ大江駅前（中央）
※魚つかみ大会は、宮川新車瀬橋下流
　（波美）で実施。
内容・時間

▼魚つかみ大会（午前９時３０分～）
参加料／１人１０００円
申込方法／７月２５日（金）までに、参加申込
書を提出。
※申込書は、大江支所にあり市ホームペー
ジからもダウンロードできます。

▼吉本爆笑ライブ（午後６時２０分～６時５０分）

▼盆踊り大会（午後７時～７時３０分）

▼鬼力の灯火（午後７時４０分～８時１０分）

▼花火大会（午後８時２０分～午後９時）
■大江山酒呑童子祭り実行委員会事務局
（大江支所地域振興係内　℡　５６‐１１０２）

北近畿タンゴ鉄道宮福線開業２０周年記念

第２０回 鬼  力 の由良川夏まつり
き りょく

夢をつなぐ 
　　マイレールウエイ 
夢をつなぐ 
　　マイレールウエイ 
北近畿タンゴ鉄道宮福線開業20周年 

▲ストリーク ▲ロザン
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暴
走
族
の
爆
音
や
暴
走
は
、
住

民
の
平
穏
な
安
眠
を
妨
害
す
る
だ

け
で
な
く
、
一
般
車
両
や
歩
行
者

に
多
大
な
危
険
や
迷
惑
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。

　

家
庭
・
地
域
・
行
政
が
一
体
と

な
っ
て 
「
暴
走
は　

し
な
い　

さ
せ
な
い　

見
に
行
か
な
い
」
の

３
な
い
運
動
を
実
践
し
、
暴
走
族

を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

■
生
活
交
通
課（℡　

‐
７
０
２
０
）

２４

　

市
で
は
、
暴
走
族
を
な
く
す
た

め
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
や
関
係

機
関
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
暴
走

族
を
許
さ
な
い
社
会
環
境
づ
く
り

会
議
」
を
組
織
し
、
暴
走
行
為
の

危
険
性
や
迷
惑
性
を
啓
発
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、「
七
夕
暴
走
」（
７
月
７

日
）
や
「
パ
ニ
ッ
ク
暴
走
」（
８
月

　

日
）
な
ど
の
特
定
暴
走
日
に
は
、

２９暴
走
が
予
想
さ
れ
る
場
所
で
の
警

戒
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。

こ
ん
な
と
き
は
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
週
末
に
な
る
と
、
携
帯
電
話
で

友
だ
ち
と
頻
繁
に
連
絡
を
取
り

合
っ
て
い
る
。

●
週
末
に
無
断
外
泊
し
た
り
、
深

夜
に
帰
宅
し
た
り
す
る
。

●
改
造
さ
れ
た
単
車
や
乗
用
車
を

よ
く
見
か
け
る
。
若
者
が
集
ま
っ

て
騒
い
で
い
る
。

●
車
の
不
正
改
造
や
派
手
な
装
飾

品
、
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
を
つ
け
て

い
る
。

●
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
折
り
曲

げ
た
り
、
取
り
外
し
た
り
し
て
番

号
が
見
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

相
談
窓
口

■
福
知
山
警
察
署
交
通
課
（
暴
走

族
担
当
）・
生
活
安
全
課
少
年
係

（
℡　

‐
０
１
１
０
）

２２
■
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
北
部

セ
ン
タ
ー（
福
知
山
警
察
署
内　

℡　

‐
０
１
１
０
）

２２
■
ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン（
京
都
府

警
察
本
部　

℡
０
７
５
‐
８
４
１

‐
７
５
０
０
） 

　

福
知
山
市
長
と
し
て
４
年
間
、

助
役
と
し
て　

年
間
、
市
政
の
推

１０

進
に
尽
く
し
て
き
た 　
  
日  
音  　
 
前

た
か 
ひ 
お
と 
ひ
こ

市
長
が
、
６
月　

日
を
も
っ
て
退

１９

任
し
ま
し
た
。

　

６
月　

日（
木
）の
退
庁
式
で
は
、

１９

 
加  
藤  
弘  
道 
市
議
会
議
長
ら
が
こ
れ

か 
と
う 
ひ
ろ 
み
ち

ま
で
の
功
績
と
努
力
に
感
謝
す
る

送
別
の
言
葉
を
述
べ
、
職
員
か
ら

花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
前
市
長
は
、
就
任
４
カ
月

後
に
起
こ
っ
た
平
成　

年
の
台
風

１６

　

号
と
そ
の
災
害
復
旧
、
平
成　

２３

１８

年
の
合
併
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
駅
高
架

開
業
な
ど
を
振
り
返
り
、
今
年
１

月
に
発
覚
し
た
市
幹
部
職
員
の
汚

職
事
件
に
つ
い
て
は
、「
市
民
の
み

な
さ
ん
に
改
め
て
お
わ
び
申
し
上

げ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
都
市
間
競
争
に
打
ち

勝
つ
べ
く
、
新
市
長
の
も
と
職
員

一
丸
と
な
っ
て
力
強
い
行
政
を
す

す
め
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
、
大

き
な
拍
手
に
送
ら
れ
な
が
ら
庁
舎

を
後
に
し
ま
し
た
。

暴
走
族
の
い
な
い

社
会
の
実
現
を
！

 　
  
日  
音  　
 
前
市
長
が
退
任

た
か 

ひ 

お
と 
ひ
こ
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まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、
サービスサイズを１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０３２）

　６月７･８日に、三段池公園総合体育館
周辺で「２００８緑化まつり」を開催、訪れ
た人たちは、プランターの展示や園芸ミ
ニ講習会などを楽しみました。
　都市緑化植物園前には、約１０００ポット
の赤のベゴニアをはじめ多肉植物やマ
リーゴールドなどを使い、昨年の秋から
半年以上かけて製作された「花のＳＬ」
が置かれ、写真を撮る姿も見られました。
　 笹  岡  厚  子 さん（東堀・写真）は、「うま

ささ おか あつ こ

く作ってありますね。煙の部分が特にす
ごいです」と娘のみちるちゃん（４歳）
と一緒に見入っていました。

花とみどりにあふれるまちづくり 連携プレイで手際よく

　６月８日に三段池公園多目的グランド
で「障害者スポーツ大会」を開催し、高校生
や民生児童委員などボランティアのみな
さんも合わせて約５００人が参加しました。
　好天の中、参加者たちは今年から新た
に取り入れたリレーや、恒例の大玉転が
し、タイムレース、ミニパン食い競走な
どで大いに盛り上がり、会場には終始歓
声が上がっていました。
　この大会は、障害のある人がスポーツ
を通じて交流し体力の向上を図るため、
昭和５６年から開催しています。

障害者のスポーツのねがいを
市民とともに

6
8

　２００８緑化まつり6
7・8

消防操法大会

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

6
22

　福知山市消防団（ 足  立  秀  幸 団長）では、
あ だち ひで ゆき

６月２２日に由良川猪崎河川敷運動広場で
消防操法大会を開催しました。市内全２９
分団から、団員約２０００人、ポンプ車１０台、
小型ポンプ２９台が出動。雨の中、日ごろ
の厳しい訓練の成果を披露しました。
　この大会は、ホースの運搬・延長など
消火活動に必要な放水の隊形が整うまで
の迅速性・安全性などを競うもので、この
日のために消防団員のみなさんは、２カ
月近く猛特訓を重ね、練習に励みました。
　ポンプ車の部では雲原分団が、小型ポ
ンプの部では佐賀分団が優勝。激戦を制
した佐賀分団は、７月２７日に京丹波町で
行われる京都府大会に、福知山市の代表
として出場します。
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ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
式
ガ
ス

ボ
ン
ベ
の
出
し
方

　

近
年
、
ご
み
収
集
車
や
、
環
境

パ
ー
ク
内
の
不
燃
物
処
理
施
設
に

お
け
る
火
災
が
続
い
て
い
ま
す
。

火
災
時
に
燃
え
た
物
の
中
か
ら
、

可
燃
性
ガ
ス
を
含
ん
だ
ス
プ
レ
ー

缶
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
式
ガ

ス
ボ
ン
ベ
は
、
正
し
く
分
別
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
日
／
空
き
缶
の
収
集
日

出
し
方

①
中
身
を
完
全
に
使
い
切
る
。

②
穴
は
開
け
て
も
、
開
け
な
く
て

も
ど
ち
ら
で
も
よ
い
。

③
中
身
の
見
え
る
透
明
袋
に
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
缶
と
は
一
緒

　

に
せ
ず
、
ス
プ
レ
ー
缶
ば
か
り

　

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
燃
や
さ
な
い
ご
み
の
中
に
は
絶

　

対
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

事
業
所
の
ご
み

　

事
業
所
か
ら
出
た
ご
み
は
、
家

庭
の
ご
み
と
同
様
に
分
別
を
し
て

直
接
環
境
パ
ー
ク
に
持
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
循
環
社
会
形
成
課
循
環
推
進
係

（
℡　

‐
７
０
７
１
）

２４

　

市
道
の
除
雪
作
業
に
必
要
な
除

雪
機
な
ど
を
自
治
会
で
購
入
し
た

場
合
、
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

助
成
対
象
区
域
／
下
川
口
・
上
豊

富
・
上
川
口
・
金
谷
・
三
岳
・
金

山
・
雲
原
・
佐
賀
地
区
、
夜
久
野
・

大
江
・
三
和
地
域
の
自
治
会

※
今
年
度
か
ら
三
和
地
域
を
追
加
。

■
土
木
課
土
木
管
理
係

（
℡　

‐
７
０
５
４
）

２４

　 
Ｑ 
海
外
宝
く
じ
当
選
の
手
紙
が

届
き
ま
し
た
。
１
位
当
選
の
賞
金

は
３
億
円
と
い
う
内
容
で
、「
当
選

の
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
同
封
の

会
員
登
録
申
込
書
に
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
な
ど
を
記
入
し
、
捺
印

し
て
７
日
以
内
に
返
送
し
て
く
だ

さ
い
」と
あ
り
ま
す
。返
送
し
て
も

大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？

 
Ａ 
申
し
込
ん
で
も
い
な
い
海
外

宝
く
じ
に
当
選
す
る
こ
と
は
あ
り

得
ま
せ
ん
。
会
員
登
録
申
込
書
を

返
送
す
る
こ
と
は
、
業
者
が
知
ら

な
い
個
人
情
報
を
自
分
か
ら
教
え

る
こ
と
に
な
り
、
大
変
危
険
で
す
。

高
額
な
賞
金
に
つ
ら
れ
て
大
切
な

個
人
情
報
を
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

国
内
で
海
外
宝
く
じ
を
買
う
こ

と
は
違
法
行
為
で
す
。
海
外
宝
く

じ
の
購
入
に
関
す
る
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
に
応
じ
る
こ
と
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
購
入
も
法
律
に

触
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
関

わ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
生
活
交
通
課
住
民
生
活
係

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
２
０
）

２４

除
雪
機
械
設
備
整
備
費
補
助
金

ご
み
は
正
し
く
出
し
ま
し
ょ
う

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

声 声 

　国民健康保険に加入している65歳から74歳までの世帯主で、下図の条件にあてはま
る人は、平成20年10月に支給される年金から、保険料を引き去ります。年金から保険料
を徴収される人は、金融機関などへ出向く必要がなくなります。 

■保険課国保料係（℡ ２４‐７０１９） 

国
民
健
康
保
険
料 

が
年
金
か
ら 

徴
収
さ
れ
ま
す 

1年間に受けとる年金額は、18万円以上ですか？ 

世帯内の国民健康保険加入者が全員65～74歳ですか？ 

介護保険料と合わせた保険料額が年金額の2分の1を超えていますか？ 

平成19年度は、口座からの引き落としで保険料を 
納めていましたか？ 

特別徴収　年金から相当する保険料 
　　　　　を引き去ります。 

普通徴収　口座振替や納付書により金融機関などで 
　　　　　納めていただきます。 

はい 

はい いいえ 

はい いいえ 

いいえ 

 

※特別徴収に該当する場合でも、これまで保険料の滞納がない人は、申し出により、口座振替で保険料を納めていただ 
　くことができます。 
※特別徴収対象者は、すでにお知らせしている平成20年度国民健康保険料決定通知書の特別徴収欄に記載しています。 

はい いいえ 

利
用
時
間
／
午
前
８
時　

分
〜
午
後　

時　
　

利
用
申
込
先
／
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
や
く
の（
℡　

‐
０
０
０
１
）

３０

１０

３８

休
業
日
／
毎
週
水
曜
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
夜
久
野
支
所
地
域
振
興
係
（
℡　

‐
１
１
０
３
）

３７

農
匠
の
郷
や
く
の「
夜
久
野
荘
」「 
一  
道  
庵 
」を
再
開

い
ち 
ど
う 
あ
ん
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内
容
／
特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者

健
診
、
前
立
腺
が
ん
・
胃
部
（
血

液
・
Ｘ
線
）
・
肺
が
ん
・
結
核
・

大
腸
が
ん
検
診

※
９
月
１
日（
月
）は
、
特
定
健
診
、

後
期
高
齢
者
健
診
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。

※
９
月
２
日（
火
）・
３
日（
水
）は

胃
部（
Ｘ
線
）は
受
診
で
き
ま
せ

ん
。

費
用
・
対
象
／
各
保
健
福
祉
セ
ン 

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
／
健
診
日
の
１
カ
月
前

受
水
槽
な
ど
の
清
掃
・
検
査

　

３
階
建
て
以
上
の
建
物
な
ど
に

設
置
し
て
い
る
受
水
槽
や
高
架
タ

ン
ク
を
所
有
し
て
い
る
家
主
な
ど

の
設
置
責
任
者
は
、
衛
生
面
や
管

理
の
た
め
年
１
回
の
清
掃
と
検
査

を
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
・
市
ガ
ス
メ
ー

タ
ー
の
取
り
替
え

　

市
上
下
水
道
ガ
ス
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
職
員
が
直
接
お
客
様
宅

を
訪
問
し
、
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替

え
を
行
い
ま
す
。
水
道
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
上
や
ガ
ス
メ
ー
タ
ー

の
付
近
に
は
物
を
置
か
な
い
よ
う

に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー

　

屋
外
に
あ
れ
ば
留
守
の
場
合
で

も
取
り
替
え
ま
す
。

市
ガ
ス
メ
ー
タ
ー

　

了
承
い
た
だ
い
て
か
ら
取
り
替

え
ま
す
。

■
ガ
ス
水
道
部
営
業
課
お
客
様

サ
ー
ビ
ス
係（
℡　

‐
６
５
０
０
）

２２

と
き
・
と
こ
ろ

①
７
月　

日（
水
）

１６

　

午
後
１
時
〜
３
時　

分
３０

　

京
都
府
立
福
知
山
高
等
技
術
専

門
校
（
平
野
町
）

②
７
月　

日（
日
）

２０

　
　

午
前　

時
〜
午
後
０
時　

分

１０

３０

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

３０

　

ジ
ャ
ス
コ
福
知
山
店（
岩
井
）

※
全
会
場
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み
。

■
京
都
府
福
知
山
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー（
℡　

‐
６
６
３
０
） 

２７

　

草
木
が
繁
茂
し
、
家
庭
の
庭

木
・
植
え
込
み
な
ど
が
大
き
く
枝

や
葉
を
張
り
出
す
季
節
に
な
り
ま

し
た
。

　

道
路
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
張
り

出
し
た
枝
や
葉
、
植
木
鉢
な
ど
は

通
行
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
歩
行
者
や
自
転
車
、

自
動
車
の
通
行
を
妨
げ
な
い
よ
う

 
剪
定 
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

せ
ん
て
い

■
土
木
課
土
木
管
理
係

（
℡　

‐
７
０
５
４
） 

２４

　

市
道
の
路
線
網
図
と
台
帳
図
が
、

Ａ
３
サ
イ
ズ
で
コ
ピ
ー
で
き
ま
す
。

路
線
名
称
や
、
市
道
で
あ
る
か
ど

う
か
の
確
認
な
ど
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
市
道
台
帳
は
、
幅
員
や

土
地
の
境
界
な
ど
を
証
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費
用
／
１
枚
に
つ
き　

円
１０

※
１
回
の
コ
ピ
ー
は
４
枚
ま
で
。

■
土
木
課
土
木
管
理
係

（
℡　

‐
７
０
５
４
）

２４

ガ
ス
水
道
部
か
ら
の
お
願
い

９
月
の
健（
検
）診

「食中毒は家庭から」
　暑い季節、食中毒は家庭からも発生します。
　予防するための３原則は、「細菌を付けな
い・増やさない・やっつける」です。家庭で
できる次の６項目をチェックし食中毒を予防
しましょう。
１．食品購入時
●新鮮な食品を選び、品質や期限表示を確認。
●生鮮食品、冷蔵食品などは早く持ち帰る。
２．保存
●冷蔵・冷凍食品は食品ごと適温で。
●詰め込みすぎない。
●早めに使いきる。
３．下準備
●まな板などの調理器具・台所回りを清潔に。
●野菜はよく洗う。
４．調理
●火を通す料理は全体に十分加熱する。
●途中で火を止めない。
５．食事
●まめに手洗いを。清潔な器具・食器で。
●調理後は早く食べる。
６．残った食品
●小分けにして冷蔵・冷凍保存。
●温め直しは十分に加熱。
●時間がたちすぎたものは食べない。
　食中毒に関する相談窓口を設けています。
■福知山市健康危機管理対策会議

　（健康推進室内　℡　２３‐２７８８）

７
月
の
献
血

骨
髄
ド
ナ
ー
バ
ン
ク
登
録
会

道
路
上
に
張
り
出
し
た

家
庭
の
樹
木
な
ど
の
管
理

市
道
台
帳
が
コ
ピ
ー
で
き
ま
す

申　込　先と　　こ　　ろと　き

中央保健福祉
センター
（℡２３‐２７８８）

中央保健福祉センター
（北本町二区）９月１日（月）

旭が丘教育集会所(旭が丘 )９月２日（火）
庵我教育集会所（下猪崎）９月３日（水）

西部保健福祉
センター
（℡３７‐１２３４）

人権ふれあいセンター
きらめき館（向）９月８日（月）

畑集落センター（稲垣）９月９日（火）
人権ふれあいセンター
さわやか館（中田 )９月１０日（水）

羽白公民館（羽白）９月１１日（木）
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次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
申
請
に
よ
り
医
療
費
の
自
己

負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
現
在
福
祉
医
療
証
を
利
用
さ
れ

て
い
る
人
は
申
請
不
要
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

母

母
子
家
庭
児
童
と
そ
の
母

対
象
／
母
子
家
庭
の
母
な
ど
が
扶

養
す
る
満　

歳
に
達
す
る
日
以
後

１８

の
最
初
の
３
月　

日
ま
で
の
児
童

３１

と
そ
の
母
な
ど

申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
健
康
保
険
証
な
ど

■
子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
１
１
）

２４

  
老　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
人

６５

７０

対
象

▼
一
人
暮
ら
し
の
人

▼
寝
た
き
り
の
人

▼
老
人
世
帯
（　

歳
以
上
の
人
だ

６０

け
の
世
帯
）
の
人

▼
所
得
税
非
課
税
世
帯
の
人　
　

申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
健
康
保
険
証
な
ど

※　

歳
に
な
っ
た
人
は
、
誕
生
月

６５か
ら
の
適
用
で
す
の
で
、
誕
生

月
初
日
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
医
療
係

（
℡　

‐
７
０
１
８
）

２４

  
障　

身
体
障
害
者（
児
）・
知
的
障

害
者（
児
）・
精
神
障
害
者

対
象

　

歳
未
満
の
人

６５▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
４
級

の
人

▼
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
人

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
〜
３
級
の
人

　

歳
以
上　

歳
未
満
で
長
寿
医
療

６５

７５

（
後
期
高
齢
者
医
療
）制
度
に
加
入

し
て
い
な
い
人

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
４
級

の
人

▼
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
人

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
〜
３
級
の
人

※　

歳
以
上　

歳
未
満
で
長
寿
医

６５

７５

療（
後
期
高
齢
者
医
療
）制
度
の

加
入
者
は
、
重
度
心
身
老
人
健

康
管
理
事
業
に
該
当
と
な
り
、

　

福
祉
医
療
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
ま
た

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

■
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
１
７
）

２４

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
、
申
請
に
よ
り
医
療
費
の
一
部

負
担
金
を
助
成
し
ま
す
。

対
象

　

歳
以
上
の
人

７５▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
４
級

▼
療
育
手
帳
Ａ
、
Ｂ

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
〜
３
級

　

歳
以
上　

歳
未
満
で
長
寿
医
療

６５

７５

（
後
期
高
齢
者
医
療
）制
度
加
入
者

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
３
級
、

４
級
の
一
部

▼
療
育
手
帳
Ａ

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
・
２
級

申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
ま
た

は
精
神
障
害
者
手
帳

適
用
／
申
請
日
か
ら

※
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
新
規

　

交
付
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、

　

申
請
月
の
翌
月
か
ら
。

※
世
帯
で
の
所
得
制
限
あ
り
。

■
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
医
療
係

（
℡　

‐
７
０
１
８
）

２４

と
き
／
７
月　

日（
火
）

２２

と
こ
ろ
／
中
央
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
北
本
町
二
区
）　

受
付
時
間

　

午
前　

時　

分
〜　

時

１０

４０

１１

費
用
／
無
料

※
た
ん
の
検
査
は
５
０
０
円
。

対
象
／　

歳
以
上
の
市
民

４０

※
最
後
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

か
ら
６
カ
月
以
上
あ
け
て
く
だ

さ
い
。

※
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性

の
あ
る
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
／
不
要

■
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡　

‐
２
７
８
８
）

２３

　

市
は
、
７
月
１
日
に
景
観
法
に

基
づ
く
景
観
行
政
団
体
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
、
景
観
計
画
を
策
定

す
る
な
ど
、
景
観
に
配
慮
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

景
観
計
画
と
は
景
観
行
政
の
基

本
と
な
る
も
の
で
、
景
観
計
画
の

対
象
範
囲
、
対
象
範
囲
に
お
け
る

良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
方

針
、
そ
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
の
誘

導
の
内
容
や
行
為
の
制
限
な
ど
、

景
観
形
成
に
関
わ
る
こ
と
を
定
め

ま
す
。

■
都
市
計
画
課
計
画
推
進
係

（
℡　

‐
７
０
５
１
）

２４

　

平
成　

年
５
月　

日
に
京
都
府

２０

２７

が
、「
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発

許
可
等
の
基
準
に
関
す
る
条
例
で

指
定
す
る
土
地
の
区
域
」
と
し
て
、

新
庄
地
域
の
一
部
を
指
定
し
ま
し

た
。
指
定
を
受
け
た
区
域
内
で
は
、

住
宅
や
共
同
住
宅
、
３
０
０
０
平

方
㍍
以
下
の
店
舗
な
ど
の
建
築
・

開
発
行
為
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

指
定
区
域
は
、
京
都
府
中
丹
西
土

木
事
務
所
建
築
住
宅
室
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
区
域
の
指
定
は
市

街
化
区
域
へ
の
編
入
と
は
異
な
る

た
め
、
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
る

こ
と
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

■
都
市
計
画
課
計
画
推
進
係

（
℡　

‐
７
０
５
１
）

２４

　　■消防署予防課住民安全係（℡２３‐５１１９）

福
祉
医
療

重
度
心
身
障
害
老
人

健
康
管
理
事
業

７
月
の
肺
が
ん
・
結
核
検
診

景
観
行
政
団
体
に

な
り
ま
し
た

新
庄
地
区
に
お
け
る
市
街
化

調
整
区
域
の
開
発
規
制
緩
和
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「住宅用火災警報器」が暮らしの安全を守ります　

　

平
成　

年
５
月　

日
に
京
都
府

２０

２０

が
、
市
街
化
調
整
区
域
に
関
す
る

開
発
審
査
会
付
議
基
準
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

　

お
も
な
改
正
点
は
、
市
街
化
調

整
区
域
の
決
定
（
昭
和　

年　
５６

１２

月
）
以
後
に
所
有
し
た
場
合
で
も
、

一
定
の
親
族
が
所
有
す
る
土
地
で

あ
れ
ば
、
相
続
・
贈
与
に
よ
り
取

得
し
自
分
の
住
宅
を
建
築
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
で

す
。

■
京
都
府
中
丹
西
土
木
事
務
所
建

築
住
宅
室（
℡　

‐
５
１
４
４
） 

２２

　

次
の
こ
と
に
十
分
注
意
を
し
て
、

子
ど
も
を
事
故
か
ら
守
り
、
楽
し

い
夏
休
み
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
風
の
強
い
日
や
子
ど
も
だ
け
の

花
火
遊
び
は
や
め
る
。

▼
必
ず
水
を
用
意
し
、
花
火
を
人

や
家
に
向
け
な
い
。

▼
花
火
を
分
解
し
た
り
、
ポ
ケ
ッ

ト
に
入
れ
た
り
し
な
い
。

▼
打
ち
上
げ
花
火
は
、
広
く
安
全

な
場
所
で
す
る
。

▼
一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火

を
つ
け
な
い
。

▼
川
や
池
で
子
ど
も
だ
け
で
遊
ば 

せ
な
い
。

▼
適
度
に
水
分
補
給
し
、
日
陰
で

適
度
に
休
ま
せ
る
。

■
消
防
本
部（
℡　

‐
０
１
１
９
）

２４

■
消
防
署（
℡　

‐
０
１
１
９
）

２２

　

子
ど
も
の
預
か
り
な
ど
を
依
頼

し
た
い
人
（
依
頼
会
員
）
と
、
預

か
っ
て
い
た
だ
け
る
人
（
協
力
会

員
）
が
会
員
登
録
し
て
行
う
市
民

参
加
の
子
育
て
支
援
事
業
で
す
。

　

保
育
施
設
の
開
始
前
・
終
了
後

や
、
保
育
所
・
学
校
な
ど
が
休
み

の
と
き
、
保
護
者
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
時
や
通
院
、
冠
婚
葬
祭
な
ど

の
場
合
に
子
ど
も
を
預
か
り
ま
す
。

※
利
用
料
金
が
必
要
で
す
。

事
業
開
始
日
／
８
月
１
日（
金
）

対
象

▼
依
頼
会
員
／
市
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
、
お
お
む
ね
０
歳
か
ら　
１０

歳
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
人

▼
協
力
会
員
／
市
内
在
住
で
、
自

宅
な
ど
で
の
子
ど
も
の
預
か
り
・

送
迎
な
ど
が
で
き
る
人

※
協
力
会
員
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
主
催
の

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間

▼
協
力
会
員
宅
で
の
預
か
り
／
午

前
７
時　

分
〜
午
後
９
時

３０

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
で
の
預
か
り
／
午
前
８
時

〜
午
後
９
時

※
宿
泊
を
伴
う
預
か
り
は
で
き
ま

せ
ん
。

※
会
員
相
互
の
紹
介
や
調
整
な
ど

は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
が
行
い
ま
す
。

登
録
方
法
／
直
接
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
総
合
福

祉
会
館
内　

℡　

‐
７
５
７
３
）

２３

ま
で
。

と
き
／
８
月
３
日（
日
）

※
雨
天
決
行
。荒
天
時
は
中
止
。

と
こ
ろ
／
三
段
池
公
園（
猪
崎
）

内
容

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

▼
協
賛
模
擬
店

　

午
前　

時
〜

１０

▼
ボ
ン
チ
フ
ェ
ス
タ
音
楽
部
門

　

午
後
３
時　

分
〜
５
時　

分

３０

３０

▼ 
加  
藤 
ミ
リ
ヤ
と

か 

と
う

 
清  
水  
翔  
太 
の

し 

み
ず 
し
ょ
う 

た

ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

　

午
後
６
時　

分
〜
８
時

３０

※
申
込
不
要
。来
場
者
多
数
の
場

合
、入
場
制
限
あ
り
。

入
場
料
／
無
料

■
ボ
ン
チ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
事

務
局（
観
光
振
興
課
内　

℡　

‐
２４

７
０
７
６
）

夏
休
み
を
楽
し
く

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る

建
築
物
立
地
基
準
の
緩
和

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業

B
O
N
C
H
I　

F
E
S
T
A

I
N　

F
U
K
U
C
H
I
Y
A
M
A

▲清水翔太 ▲加藤ミリヤ

時間外・休（祝）日の取り扱い業務
出生届・死亡届・婚姻届など戸籍に関する届け出
市役所当直室または各支所当直で、い
つでも受け付けます。
住民票の写し（本人または世帯員）
印鑑登録証明書（本人のみ）
自動交付機で発行します。
利用時間／午前７時３０分～午後７時３０分
※マイカードと暗証番号が必要。
■市民課窓口係（℡　２４‐７０１４）
ごみの搬入
　袋を使う場合は、中身が見える袋に
入れて、環境パークまで。
搬入できる時間帯

▼月～金曜日までにある祝日
（午前８時３０分～正午・午後１時～４
時３０分）

▼毎月第１・３回目の日曜日
（午前８時３０分～正午）
■循環社会形成課（℡　２４‐７０７１）



12H20（2008）．7．1　広報ふくちやま

　

ハ
エ
ト
リ
ソ
ウ
や
ウ
ツ
ボ
カ
ズ

ラ
な
ど
の
食
虫
植
物
を
展
示
し
、

捕
虫
の
仕
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

と
き
／
７
月　

日（
土
）〜
８
月　

１９

３１

日（
日
）

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

　
　
　
　
　
　
（
三
段
池
公
園
内
）

入
園
料

▼
大
人　
　
　
　
　

３
１
０
円

▼
４
歳
〜
中
学
生　

１
５
０
円

■
都
市
緑
化
植
物
園

（
℡　

‐
６
６
１
７
）

２２

　

中
丹
地
域
で
活
躍
中
の
邦
舞
・

洋
舞
の
団
体
が
、
創
造
的
で
華
や

か
な
舞
台
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

と
き
／
７
月　

日（
日
）

２０

　
　
　

午
後
１
時
〜

と
こ
ろ
／
京
都
府
中
丹
文
化
会
館

（
綾
部
市
）

入
場
料
／
３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
は
無
料
。

■
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
文
化
振
興

係（
℡　

‐
７
０
３
３
）

２４

と
き
／　

月　

日（
日
）

１０

１２

　
　
　

午
後
５
時　

分
開
場

３０

　
　
　

午
後
６
時
開
演

と
こ
ろ
／
厚
生
会
館（
西
中
ノ
町
）

入
場
料（
前
売
券
）

▼
指
定
席
／
２
０
０
０
円

▼
自
由
席
／
１
５
０
０
円

※
前
売
券
は
７
月
７
日（
月
）か
ら

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
・
厚
生
会
館
・

市
内
楽
器
店
な
ど
で
発
売
。

※
当
日
券
は
５
０
０
円
増
し
。

■
福
知
山
市
文
化
公
演
自
主
事
業

実
行
委
員
会
事
務
局（
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
内  
℡　

‐
７
０
３
３
）

２４

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た「
く
の
一
」

（
女
性
忍
者
）が
、手
裏
剣
術
や
城

攻
め
な
ど
の
忍
術
に
挑
み
ま
す
。

と
き
／
８
月
２
日（
土
）

　
　
　

午
後
０
時　

分
〜

３０

※
雨
天
決
行
。

と
こ
ろ
／
福
知
山
城
公
園
周
辺

（
岡
ノ
一
町
）

ゲ
ス
ト
／ 
尼  
子  
騒  
兵  
衛 
さ
ん

あ
ま 

こ 

そ
う 

べ 

え

（
漫
画
家
）

※
運
営
に
協
力
い
た
だ
け
る
ス

タ
ッ
フ
も
募
集
し
ま
す
。

■
く
の
一
武
道
大
会
丹
波
福
知
山

の
段
実
行
委
員
会
事
務
局（
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
内　

℡　

‐
７
０

２４

３
３
）ま
で
。

と
き
／
７
月　

日（
日
）

２７

　
　
　

午
前　

時
〜　

１０

※
雨
天
や
増
水
の
場
合
は
、中
止
。

と
こ
ろ
／
新
橋
サ
ン
ダ
ル
公
園
下

新
橋
川
原
特
設
会
場（
芦
渕
）

入
場
料
／
２
０
０
円

※
小
学
入
学
前
の
幼
児
は
無
料
。

鮎
の
つ
か
み
取
り

時
間
／
午
前　

時　

分
か
ら
と
午

１０

３０

後
１
時　

分
か
ら
の
２
回

３０

参
加
料
／
１
回
１
０
０
０
円

※
小
学
入
学
前
の
幼
児
は
無
料
。

■
み
わ
鮎
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
℡　

‐
３
６
６
７
）

５８

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/

第　

回
中
丹
文
化
芸
術
祭

２２
踊
り
と
ダ
ン
ス
の
祭
典

第　

回
く
の
一
武
道
大
会

１２
丹
波
福
知
山
の
段

　分の納期限日です。■保険課国保料係（℡２４‐７０１９）■高齢者福祉課介護保険係（℡２４‐７０１３）■税務課資産税係（℡２４‐７０２５）

食
虫
植
物
展

み
わ
鮎
ま
つ
り

ところ講　　　　師演　　　　題と　き
六人部地域公民館

（多保市） 岡  村  美  恵 さん
おか むら み え

共に幸せを生きる７月１６日（水）

成和地域公民館（拝師） 陳  曼  麗 さん（ 二  胡 奏者）
ちぇん まん り に こ

中国文化にふれる７月１８日（金）

三和地域公民館（千束） 大  谷  学 さん（京都府府民生活部
おお たに まなぶ

男女共同参画課長）

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バ
ランス）～充実した働き方や生活につ
いて一緒に考えてみませんか～

７月２２日（火）

川口地域公民館（野花） 越  後  義  昭 さん（長橋寺住職）
えち ご よし あき生きがいのある充実した生活が送

れるために７月２５日（金）

大江地域公民館（中央） 米  谷  由  起  子 さん（レクリエーショ
まい や ゆ き こ

ンコーディネーター）
心も体もいきいきレクリエーション
～勝ち負けのないゲームって？～７月２７日（日）

市民会館３１号室
（内記三丁目） 土  肥 いつきさん（セクシュアル

ど ひ

マイノリティ教職員ネット
ワーク副代表）

「ありのままのわたしを生きる」
ために～セクシュアリティ（体と
心の性）をめぐって～

８月１日（金）

成和地域公民館（拝師）８月４日（月）

川口地域公民館（野花） 勝  山  広  子 さん（京都精華大学・
かつ やま ひろ こ

大阪国際大学非常勤講師）
視覚障害者の理解とその援助方法８月８日（金）

 
川  
畠  
成  
道 

か
わ 
ば
た 
な
り 
み
ち

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

共に幸せを生きるまちづくり人権講座

時間／午後７時３０分～　※７月２７日（日）は午後１時３０分～。
■生涯学習課人権教育係（℡　２４‐７０６５）
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発
声
と
朗
読
の
講
習
会
で
す
。

と
き
／
８
月
３
日（
日
）

　
　
　

午
前　

時
〜

１０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室

３１
（
内
記
三
丁
目
）

参
加
料
／
５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
は
３
０
０
円
。

申
込
方
法
／
７
月　

日（
日
）ま
で

２７

に
、（
財
）京
都
府
中
丹
文
化
事
業

団（
℡　

‐
７
７
０
５
）ま
で
。

４２

一
般
入
居
者

申
込
資
格
／
次
の
○ア
 

〜
○オ
 

の
す
べ

て
を
満
た
す
世
帯

○ア
 

収
入
基
準
月
額　

万
円
以
下

２０

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
、収
入
基
準
月
額　

万
８

２６

０
０
０
円
以
下
で
す
。

▼
昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
に
生

３１

ま
れ
た
人
の
み
、ま
た
は
昭
和　
 ３１

　
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

と　

歳
未
満
の
人
の
み
で
構
成

１８
▼
身
体
障
害
者
手
帳（
１
〜
４
級
）

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
が
い
る

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
１
〜
２
級
）を
受
け
て
い
る
人
が

い
る

▼
戦
傷
病
者
手
帳（
特
別
〜
第
６

項
症
、ま
た
は
第
１
款
症
）を
受
け

て
い
る
人
が
い
る

▼
原
子
爆
弾
被
害
者
と
し
て
、厚

生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
て
い

る
人
が
い
る

▼
海
外
か
ら
の
引
揚
者
で
５
年
が

経
過
し
て
い
な
い
人
が
い
る

▼
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
な

ど
に
該
当
す
る
人
が
い
る

▼
同
居
親
族
に
小
学
校
就
学
前
の

児
童
が
い
る

○イ
 

入
居
期
日
に
同
居
で
き
る
親

族
・
婚
約
者
が
い
る

※
矢
見
所
は
、単
身
者
可
。

○ウ
 

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
し
て

い
る

○エ
 

市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

○オ
 

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

入
居
の
決
定
／
入
居
者
選
考
委
員

会
で
選
考
後
、公
開
抽
選
で
決
定

入
居
有
効
期
限
／　

月
中

１０

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

①
入
居
申
込
書（
建
築
課
に
あ
り

ま
す
）

②
収
入
証
明
書（
平
成　

年
度
課

２０

税
証
明
書
な
ど
。無
職
・
無
収
入
の

人
は
、そ
の
こ
と
を
証
明
で
き
る

書
類
）

③
市
税
納
税
証
明
書

④
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
、

ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事

項
証
明
書

特
定
目
的
優
先
入
居
者（
南
岡
）

申
込
資
格
／
一
般
募
集
の
○イ
 

〜
○オ
 

の
要
件
を
満
た
し
、収
入
基
準
月

額
が　

万
３
０
０
０
円
以
下
の
母

１２

子
世
帯

※
世
帯
の
詳
細
は
建
築
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
所
の
決
定
／
一
般
募
集
に
同
じ

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

①
〜
④
一
般
募
集
に
同
じ（
コ

ピ
ー
可
）

⑤
優
先
入
居
対
象
世
帯
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
書
類（
児
童
扶
養

手
当
証
書
・
福
祉
医
療
費
受
給
資

格
者
証
な
ど
）

⑥
そ
の
他
市
が
必
要
と
す
る
書
類

申
込
方
法
／
７
月　

日（
火
）〜
８

２２

月
１
日（
金
）に
、
建
築
課
住
宅
管

理
係（
℡　

‐
７
０
５
３
）ま
で
。

２４

テ
ー
マ

　
「
福
知
山　

四
季
の
風
景
」

規
格
／
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
の
キ
ャ

ビ
ネ
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
キ
ャ
ビ
ネ

サ
イ
ズ
（
２
Ｌ
サ
イ
ズ
）

※
平
成　

年
４
月
以
降
に
撮
影
し

２０

た
単
写
真
で
、
自
作
・
未
発
表

の
も
の
。

応
募
点
数

　

各
部
門
１
人
５
点
以
内

賞
／
四
季
の
写
真
賞
（
春
賞
・
夏

賞
各
１
点
）、
特
別
賞
（
若
干
）

応
募
方
法
／
９
月　

日（
金
）ま
で

２６

に
、応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
福
知
山
市
市
民
憲
章
推
進
協

議
会
事
務
局
（
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
内　

℡　

‐
７
０
３
３
）
ま
で
。

２４

※
応
募
作
品
の
版
権
は
福
知
山
市

市
民
憲
章
推
進
協
議
会
に
帰
属

し
、
啓
発
な
ど
に
使
用
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
入
賞
作
品
は
、ネ
ガ
・
ポ
ジ
な
ど

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
／
７
月　

日（
日
）

２７

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

と
こ
ろ
／
三
和
地
域

集
合
場
所
／
市
役
所（内

記
三
丁
目
）

※
バ
ス
で
、現
地
へ
移
動
し
ま
す
。

定
員
／　

人（
先
着
順
）

６０

内
容
／
外
国
籍
市
民
に
よ
る
母
国

文
化
の
紹
介
、日
本
の
文
化
体
験

（
お
に
ぎ
り
づ
く
り
）、 大  
原 
神
社

お
お 
ば
ら

の
見
学
、み
わ
鮎
ま
つ
り
の
参
加

※
昼
食
代
１
人
２
０
０
円
が
必
要
。

申
込
方
法
／
電
話
で
、
福
知
山
市

国
際
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
事

務
局（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
内　

℡　

‐
７
０
３
３
）ま
で
。

２４

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

国
際
交
流
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

市
営
住
宅
入
居
者

月　額　家　賃募集
戸数募 集 団 地 名

２６，４００～５８，０００円１秋 津 が 丘
１９，６００～４３，６００円２夕 陽 が 丘
８，９００～１９，７００円１矢 見 所
２６，０００～５７，１００円１岡 ノ 三
２６，３００～５７，８００円１堀 口
２１，７００～４７，６００円１広 峯
１２，６００～２７，６００円１南 佳 屋 野
１４，６００～３２，１００円１西 佳 屋 野
１２，９００～３２，８００円１中 田

※月額家賃は入居する人の所得などにより異なります。

第　

回
中
丹
文
化
芸
術
祭

２２
演
劇
講
習
会

ふ
く
ち
や
ま
四
季
の
写
真

（
春
・
夏
部
門
）
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間
取
り

　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
屋
外
駐
車
場
付
き

募
集
戸
数
／
２
戸

月
額
家
賃
／
３
万
９
０
０
０
円

敷
金
／　

万
７
０
０
０
円

１１

使
用
期
間
／
５
年

※
更
新
可
能
で
す
。

申
込
資
格
／
次
の
す
べ
て
を
満
た

し
、
自
ら
居
住
す
る
住
宅
を
必
要

と
し
て
い
る
人

▼
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

▼
主
た
る
生
計
者
が　

歳
未
満
の

４５

世
帯

▼
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る

入
居
の
決
定
／
８
月
中
旬

入
居
可
能
日
／
９
月
１
日（
月
）

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

▼
入
居
申
込
書
（
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。）

▼
入
居
を
希
望
す
る
人
全
員
の
住

民
票
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
記

載
事
項
証
明
書

▼
収
入
の
あ
る
人
全
員
の
課
税
証

明
書
と
納
税
証
明
書

申
込
方
法
／
７
月　

日（
火
）〜　

２２

３１

日（
木
）に
、
大
江
支
所
地
域
振
興

係
（
℡　

‐
１
１
０
２
）
ま
で
。

５６

　

三
和
荘
の
良
好
な
管
理
・
運
営
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
安
定
し

た
集
客
確
保
を
審
議
し
て
い
た
だ

く
審
議
会
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

募
集
人
員
／
２
人（
男
女
各
１
人
）

応
募
資
格

　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
人
で

２０

平
日
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
応
募
者

全
員
参
加
の
公
開
抽
選
で
決
定
。

委
員
の
任
期
／
２
年
間

※
今
回
は
委
嘱
の
日
か
ら
平
成　
２２

年
６
月　

日
ま
で
。

３０

募
集
期
間

　

７
月　

日（
木
）〜　

日（
木
）

１０

１７

※
郵
送
の
場
合
は
、
７
月　

日
消

１７

印
有
効
。

応
募
方
法
／
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
・
応
募
動
機
・
三

和
荘
へ
の
意
見
や
感
想
を
明
記
し
、

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た

は
直
接
三
和
支
所
地
域
振
興
係

（
〒
６
２
０
‐
１
４
９
２　

三
和
町

千
束
５
１
５
番
地　

℡　

‐
３
０

５８

０
３　
 　
‐
３
０
１
３   
Ｅ
メ
ー
ル

５８

m
iw
a@
city.fukuchiyam

a.kyoto.jp

）

ま
で
。

　

地
域
や
職
場
の
学
習
で
役
立
つ

知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
る
た
め
、

身
近
な
人
権
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

（
参
加
体
験
型
学
習
）
で
学
習
す

る
進
行
役（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）

を
養
成
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

と
き
／
７
月　

日（
日
）・
８
月
２

２７

日（
土
）の
午
前
９
時　

分
〜
午
後

１５

４
時　

分
１５

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室

３５

　
　
　
　
　
　
　
（
内
記
三
丁
目
）

内
容
／
人
権
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、
自
ら

の
経
験
や
意
見
を
出
し
合
い
、

参
加
者
相
互
で
学
習
を
つ
く
り

な
が
ら
、
問
題
解
決
の
方
向
を

考
え
て
い
く
学
習
方
法
で
す
。

講
師
／ 
幸  
田  
英  
二 
さ
ん（
人
権

こ
う 

だ 

え
い 

じ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
研
究
会
代
表
）

募
集
期
限
／
７
月　

日（
金
）

１８

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
所
定
の

参
加
申
込
書
を
、
人
権
推
進
室
市

民
啓
発
係（
℡　

‐
７
０
２
２
）ま

２４

で
。

※
申
込
書
は
、
人
権
推
進
室
に
あ

り
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/

鬼
の
里
定
住
促
進
団
地

入
居
者
（
美
鈴
新
区
）

人権シリーズ

　 終戦記念日(８月１５日)が近づいてきました。
この日は、高校野球も試合を中断し、戦争で
犠牲になった人々に黙とうをします。戦争に
より国内外の多くの尊い命が奪われた事実を
踏まえ、戦争の悲惨さと平和の尊さをあらた
めて実感する日です。
　市では、人権と平和の研修（人権文化体験
研修）として毎年高校生による沖縄での学習
をしています。
　沖縄は、第二次世界大戦において国内で唯
一地上戦が行われました。また８月１５日以降
も戦争が続き、沖縄での終戦と言われている
９月７日までに、子どもや女性、高齢者を含
め多くの人々が犠牲になりました。
　昨年、研修に参加した高校生たちの感想文
の概要を紹介します。
■生涯学習課人権教育係（℡　２４‐７０６５）

　　■生活交通課交通対策係（℡２４‐７０２０）

三
和
荘
運
営
審
議
会
委
員

人
権
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

養
成
セ
ミ
ナ
ー

命の尊さを語りつぐために

　沖縄には戦争の傷跡が深く深く残って
いました。　　　　　　　　　　　　　　
  戦争は多くの尊い命を奪い、悲しみや憎
しみをもたらします。研修に参加し、戦争
の悲惨さや平和の尊さを学習しましたが、
沖縄だけの問題でなく一人一人の問題と
して受け止める必要があると思います。戦
争は二度と起こしてはいけない、決して忘
れてはいけない。戦争があった現実から目
を背けるのではなく、後世まで語り継いで
いくことが大切だと感じました。　　　　
  現在でも世界各地で戦争が起こっていま
すが、同じ人類が争うことなく助け合い、
世界中の人が幸せになれるよう、学んだこ
とを少しでも多くの人に伝えていきたい
と思います。　　　　　　　　　　　　　
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市
で
は
、
石
原
区
画
整
理
事
業

地
内
の
保
留
地
を
売
却
し
て
い
ま

す
。

　

売
却
中
の
土
地
は
、
い
ず
れ
も 

第
１
種
住
居
地
域
で
す
。

　

先
着
順
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
申
し
込
み
の
際
に
す
で
に

売
却
済
み
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
用
地
販
売
促
進
室

（
℡　

‐
７
０
６
８
）

２４

　

シ
ニ
ア
や
高
齢
者
の
健
康
や
生

き
が
い
づ
く
り
の
講
座
で
す
。

受
講
期
間
／
９
月
か
ら
約
１
年
間

（
概
ね
週
１
回
）

と
こ
ろ
／
中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館

（
昭
和
新
町
）

定
員
／　

人
５０

対
象
／
府
内
在
住
の
概
ね　

歳
以

５０

上
の
人

受
講
料
／
１
万
４
０
０
０
円

※
Ｓ
Ｋ
Ｙ
セ
ン
タ
ー
個
人
会
員
は

１
万
円
。

申
込
方
法
／
７
月
７
日（
月
）〜　
３１

日（
木
）に
、官
製
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

（
財
）京
都
Ｓ
Ｋ
Ｙ
セ
ン
タ
ー（
〒

６
０
４
‐
０
８
７
４　

京
都
市
中

京
区
烏
丸
通
丸
太
町
下
ル　

ハ
ー

ト
ピ
ア
京
都
２
階　

℡
０
７
５
‐

２
４
１
‐
０
２
２
６
）ま
で
。

　

小
学
校
入
学
前
の
幼
児
の
発
音

や
大
ま
か
な
発
達
の
様
子
を
見
ま

す
。
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
後
、
子

ど
も
に
必
要
な
支
援
を
し
ま
す
。

子
ど
も
の
発
達
や
言
葉
の
遅
れ
が

気
に
な
る
人
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
／
７
月　

日（
火
）〜
８
月　

２２

２９

日（
金
）

所
要
時
間
／
５
〜　

分
程
度

１０

※
日
時
は
申
込
後
に
通
知
。

と
こ
ろ
／
昭
和
小
学
校
「
こ
と
ば

の
教
室
」（
北
本
町
一
区
）

申
込
資
格
／
平
成　

年
４
月
に
小

２１

学
校
入
学
予
定
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
幼
児

▼
平
成　

年
４
月
以
降
、保
育
園
・

２０

幼
稚
園
で
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
受

け
て
い
な
い
、
ま
た
は
受
け
る
予

定
が
な
い
。

▼
保
育
園
・
幼
稚
園
に
通
っ
て
い

な
い
。

申
込
方
法
／
７
月　

日（
金
）ま
で

１８

に
、
電
話
で
昭
和
小
学
校
「
こ
と

ば
の
教
室
」（
℡　

‐
０
１
９
８
）

２２

ま
で
。

■
学
校
教
育
課
学
務
係

（
℡　

‐
７
０
６
２
）

２４

人とひと　つないで走る　路線バス　　

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

カンちゃん　５月に学
　校の窓際に植えた
ゴーヤーのつるがど
んどん伸びてきたで。

ビンちゃん　ゴーヤー
は、まきひげを出し
てネットにからみな

がら上にも横にも伸びるんやで。そうやって
ネットいっぱいに葉っぱが茂って、みどりの
カーテンができるんや。このカーテンが教室
に差し込む日差しをさえぎって、夏を涼しく
過ごせるんや。日差しをさえぎるんは、すだ
れやと５０～６０㌫くらいやけど、みどりのカー
テンやったら８０～８５㌫もさえぎるんや。

カンちゃん　でも、何でゴーヤーがいいんや？
ビンちゃん　カボチャやひょうたんでもカー
テンはできるけど、ゴーヤーは虫がつきに
くいし、病気にも強いさかい、育てやすい

んや。
カンちゃん　そのほかに、ゴーヤーのいいとこ
ろってある？
ビンちゃん　ゴーヤーの実はビタミンやミネ
ラルがたっぷりやから、食べれば健康にも
よいんやで。

カンちゃん　そうか。ゴーヤー料理も楽しみやな
あ。ゴーヤーを育てるにはどうしたらいいんや。
ビンちゃん　プランターに苗を植えてネット
を張るだけやで簡単にできるで。水と肥料
を十分にやってな。ゴーヤーでエコな夏を
過ごそか。
カンちゃん　了解！

■環境企画課環境保全係（℡　２２‐１８２７）

就
学
前
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

石
原
土
地
区
画
整
理
事
業

保
留
地（
土
地
）の
売
却

価　格（円）面　積
（平方㍍）地　　　番位置価　格（円）面　積

（平方㍍）地　　　番位置

１２，９０１，９３５２００．０３１６街区７‐３番石
原
駅
北
側

１６，６２６，２００２８１．８０１５街区１８番

石
原
駅
北
側

１２，９０１，９３５２００．０３　　　７‐４番１１，７００，０００２００．００１６街区６‐１番
１２，９０１，９３５２００．０３　　　７‐５番１１，７００，０００２００．００　　　６‐２番
１１，９７１，４００２０１．２０１８街区２‐２番１１，７００，０００２００．００　　　６‐３番
１７，６８３，２６０２４９．０６６２街区１０番石

原
駅
南
側

１１，７００，０００２００．００　　　６‐４番
２６，０２５，９４８３７０．７４６７街区５番１１，０８４，４２３１８４．４３　　　６‐５番
２８，６２６，７３４３９０．０１６８街区６番１５，７７８，４５５２３７．２７１６街区７‐１番

１２，９０１，９３５２００．０３　　　７‐２番

新
・
京
都
S
K
Y
大
学

受
講
生

※位置図などは市ホームページにも掲載しています。
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福知山市市民憲章　

わたしたちは、ふるさと福知山を“幸せの舞台”にします。 
水清い由良川、緑濃い山々、行き交う人々。 

生き生きとして、伸び伸びとしたふるさとをつくります。 
わたしたちは、ひとりひとりの中に 

人生を自由で美しいものにする力を持っています。 
そのわき出る力を集め、四季を愛し、命を尊び 

共に幸せを生きます。 

広報ふくちやま ●発行／福知山市　●編集／秘書広報課
　〒６２０‐８５０１　京都府福知山市字内記１３番地の１（内記三丁目）　ＴＥＬ　０７７３（２２）６１１１【代表】　ＦＡＸ　０７７３（２３）６５３７【代表】
　ホームページ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｆｕｋｕｃｈｉｙａｍａ．ｋｙｏｔｏ．ｊｐ/平成２０（２００８）年７月１日号

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
■
秘
書
広
報
課
広
報
係
（　
　

－

７
０
０
０
）

ＴＥＬ
２４

※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　地域住民の融和と親睦を図ることを基本に、
各団体と連携・協調しながら、さまざまな取り
組みを行っています。毎年夏には、プール清掃
の後、いろいろな学習、工作やスポーツなど趣
向を凝らした「子ども大会」を開催。秋の「いの
こまつり（農業収穫祭）」では、地元で採れた食

材で作る炊き込みごはんや豚汁が好評です。また、産業視察とし
て近隣の企業や工場を見学し、見聞を深めています。冬には茶香
服大会を開催、地元の茶生産農家の協力により、参加者が煎茶３
種類・玉露２種類を飲んで、銘柄を当てます。
　集落が離れていることや高齢化により、行事の参加者確保が
悩みですが役員のみなさんの熱意と努力で活動を続けています。

●人　口　550人（5月末）　男261人　女289人
●世帯数　215世帯
●自治会　蓼原、小谷、小原田、公庄下、公庄上、日藤

福知山市 

河西地区 

国道 
175号 

北近畿 
タンゴ鉄道

小原田 
小谷 

蓼原 

公庄下 公庄上 

日藤 
公庄駅 

由良川 

② 

① 

河西地域公民館長

 仁  張  將  之 さん
にん ばり まさ ゆき

　明暦４（１６５８）年の干ばつの際、雨乞いのために太鼓や踊りを奉納
したことに始まります。笛は横笛、太鼓は回り打ちでたたくのが特徴
で、毎年１０月に開催。村の伝統行事として受け継がれています。

▲八朔祭りの大鳥毛回し奴振り道中（小原田）
やっこ

　れんが造りのトンネルで、大正９（１９２０）
～１２（１９２３）年にかけて建造されました。現
在は歩行者用通路となっています。

▲②北丹鉄道トンネル跡（公庄上）

　毎年７月の最終土曜日に開催さ
れ、子ども太鼓の披露や盆踊り大会、
夜店、カラオケ大会でにぎわいます。
　また、ブラックライトに照らされた
巨大な絵と蓼原川に浮かぶ灯ろう
は、夏の風物詩にもなっています。

▲水無月祭り（蓼原）

　交差しながら二筋に流れる姿から
名付けられました。幅６㍍、高さ１０㍍
のその姿は見ごたえ十分です。

▲①夫婦滝（小原田）
め お と


